
No.28 北九州市教育委員会 

平成 28 年度幼児教育の推進体制構築事業成果報告書（概要） 
 

１． 調査研究テーマ 

（ア）「幼児教育アドバイザー」育成・配置に関する調査研究 

（イ）「幼児教育センター」の設置に関する調査研究 

 

 

２． 平成 28 年度に実施した主な調査研究内容 

（１）アドバイザー訪問施設数（平成 29 年 3 月 31 日時点）： 

 
※アドバイザー配置人数：３名（市費負担なし） 

 ※アドバイザーの最終経歴： 

公立幼稚園長経験者、公立幼稚園および小学校長経験者、公立保育所長経験者 

   

（２）センターの設置： 

・設置年度：設置済み（平成２８年度４月） 

・設置形態：センターなど、組織として設置 

 

  

３． 成果 

（１）アウトプット 

① 指導内容、指導方法、指導環境の改善 

・ 幼児教育推進員３名によるモデル保育所（園）、幼稚園、小学校訪問（保育・授業

参観、訪問振り返り会におけるアドバイスや指導助言）（年度合計１１１回） 

 

・ 平成２９年度より、市内全ての保育所（園）、幼稚園、認定こども園の５歳児、小

学校１年生を対象とした、幼児教育推進員３名・幼児教育アドバイザー６名による

訪問要請に応じるための訪問実施要項等の作成・周知 

 

・ 連携体制 

○幼児教育推進員 

主にモデル小学校区を定期的に訪問 

し、保育・授業参観および指導助言 

を行う 

 

○幼児教育アドバイザー 

モデル小学校区以外の市内全ての 

保育所（園）・幼稚園・認定こども 

園の５歳児、小学校１年生を対象に 

訪問し、保育・授業参観および 

指導助言を行う 

 

② 北九州市版保幼小接続カリキュラム（試作版）の作成と周知・普及 

・ モデル小学校区の実践を基に作成、周知・普及 
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③ 情報収集、発信 

  ・ 幼児教育に関する研修会における講話等（年度合計１２回） 

  ・ 幼児教育支援室の保育指導案、幼児教育および保幼小連携・接続に関する書籍の充実 

  ・ 幼児教育啓発リーフレット等、様々な方法を用いて市内の保育所（園）、幼稚園、認

定こども園、小学校、特別支援学校、中学校に周知・啓発（中学校はリーフレットの

み配付） 

・ ＨＰを開設し、情報発信 

・ 北九州市版広報誌・福岡県版新聞に本事業の取組について掲載 

 

（２）アウトカム 

・ モデル小学校区の職員等の意識が保幼小の交流・連携から育ちや学びの接続に高まった。 

 

・ 幼児教育推進員の訪問により、日々の保育・授業を振り返り、園・校内研修を機能させ

る役割を果たすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 上記を含めた、平成 29年度の実施計画 

① 幼児教育推進員・幼児教育アドバイザーによる訪問 

・「幼児教育推進員・幼児教育アドバイザー訪問実施要項」に従い、市内の保育所（園）、 

幼稚園、認定こども園、小学校を訪問する。課題を基に訪問実施要項の改訂を加え、より 

効果的な訪問の在り方を工夫する。 

・ 保幼小連携担当者等に校・園内での中核的な役割を与えることで、ミドルリーダーや次

期幼児教育推進員・幼児教育アドバイザーの育成を図る。 

 

② 北九州市版保幼小接続カリキュラム（試作版）の実践・検証、完成版作成 

・ 北九州市版保幼小接続カリキュラム（試作版）を実践・検証の上、課題を整理し、完成

版作成につなぐ。 

 

③ 北九州市版保幼小接続カリキュラム（試作版）に基づく保育関係書籍等の充実、リーフレ

ット、ＨＰ、研修会等での情報発信 

・ リーフレット、ＨＰ、研修会等で北九州市版保幼小接続カリキュラム（試作版）の周知・ 

普及や接続期の教育についての理解を図るとともに、幼児教育支援室の取組を積極的に発 

信し、活用を促す。 

・ 保育指導案や学習指導案、保育関係書籍等を収集し、閲覧可能な状態にする。 
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幼児教育推進員との振り返り会の内容を日々の保育・授
業に生かすようになった

幼児教育での学びや育ちが小学校教育につながっている
ことを意識しながら日々の保育・授業をするようになった

子どもの言動の意味や背景をより多くの視点でみるように
なった

接続期における子どもの育ちや学びに目を向けるように
なった

子どもが意欲をもてるような環境構成（学習環境）を工夫す
るようになった

所・園・校内の教職員で、教育・保育についての意見交流
の回数が増えた

指導案や日誌等、子どもの姿がより具体的に書けるように
なった

園・校内研修、打合せ等で、幼児教育推進員との振り返り
会の内容を生かすようになった

モデル小学校区ごとの 

情報交換会において 

実施したアンケート 

結果（Ｈ28．12 実施） 


